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浄水方法浄水方法がが変わります変わります
　市水道局では、これまで淀川の水を直接浄水場に取り込み、高度浄水処理を施し利用者の皆さんにお届け市水道局では、これまで淀川の水を直接浄水場に取り込み、高度浄水処理を施し利用者の皆さんにお届け
していました。していました。
　　令和６年４月からは、大阪市庭窪浄水場を大阪市と共同で運用し、そこで高度浄水処理した水道水を市水令和６年４月からは、大阪市庭窪浄水場を大阪市と共同で運用し、そこで高度浄水処理した水道水を市水
道局の配水池へ送水し、利用者の皆さんにお届けすることになります。道局の配水池へ送水し、利用者の皆さんにお届けすることになります。
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詳しくはこちら

大阪市庭窪浄水場の共同運用

なぜ、共同運用するの？

共同化によるメリットは？

これからの水道について

費用が抑えられる！

安定して水を供給できる！

配水場として
再構築予定

施設能力8０万㎥ /日
のうち、5.93万㎥ /日を

守口市が所有

　市の浄水場施設の多くは、高度経済成長期（昭和３０年代～５０年代）に建設されたもので、耐用年数到来に伴う更新
時期を迎えつつあります。
　このため、市単独での浄水場施設の更新を検討していましたが、府域水道の基盤強化を見据えた広域化推進事業と
して、大阪市から大阪市庭窪浄水場を２市で共同所有し、運用する案が示されました。
　この浄水場共同化案と施設更新案とをアセットマネジメント手法により比較検討した結果、両市にとってのメリッ
トが確認されたため、令和元年1２月に大阪市庭窪浄水場施設の共同化についての基本協定を締結し、運用開始に向
けての準備を進めています。

　大阪市庭窪浄水場施設を共同化することにより、市には次のメリットが見込まれます。

～「いつでも・どこでも・おいしい水」の供給のために～
　浄水方法は変わりますが、利用者の皆さんには影響なく、
これまでと同様に水道を使用いただけます。
　市水道局では、将来に向け「安全で良質な水を安定供給す
る事業を通じて、市民生活や社会活動を支える」を基本理念
に、これからも「安全」「強靭」「持続」の観点に立ち、健全な
水道事業運営に取り組んでいきます。

その  1

その  2

　既存の市浄水場施設を更新する場合と比較して、以下のとおり建設改良費では４０年間で約５６億円、維持管理費で
は年間で約7千万円が削減できるなど、費用面での効果が見込まれます。

　大規模な大阪市の浄水場を共同化することで、より
安定した水道水の供給を確保できます。
　また、浄水場共同化に伴い、市浄水施設の耐震化率
が上昇します。

　健全な事業経営を目指すため、資産の状況を的確に把握し、更新と維持
補修を適切に組み合わせて資産を維持管理する仕組みのこと。
　アセットマネジメントを実施することで、施設管理の効率化や計画的な
施設更新といった効果が期待されます。

浄水場整備案 浄水場共同化案

建設改良費
（平成31年度～　　
　　　令和40年度）

約128億円（税込） 約72億円（税込）

維持管理費
（令和6年度～40年度）

約84億円（税抜）
→約2.4億円/年（税抜）

約60億円（税抜）
→約1.7億円/年（税抜）

－56億円
44％減！

－24億円
28％減！
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共同化イメージ図

大阪市庭窪浄水場

共同化対象範囲
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